






























































































































































１ 新しいことに常に挑戦したいと思いますか ３．０６ １．３４
２ いろいろな良い素質を持っている ２．６３ １．２０
３ 敗北者だと思うことがよくある。＊ ２．９４ １．０６
４ 物事を人並みには、うまくやれる。 ２．６９ １．３５
５ 自分には、自慢できるところがあまりない。＊ ２．８１ １．３３
６ 自分に対して肯定的である。 ３．５６ １．０９
７ だいたいにおいて、自分に満足している。 ２．３１ １．１４
８ もっと自分自身を尊敬できるようになりたい。＊ ２．７５ １．００
９ 自分は全くだめな人間だと思うことがある。 ２．７５ １．１３
















































































平均得点 SD 平均得点 SD
１．私はふだん非常に元気いっぱいではりきっている ３．６３ １．６３ ５．３ １．２７
２．私にとって生きることはいつも面白くてわくわくする ４．００ １．２６ ５．３ １．１５
３．生きていくうえで私には非常にはっきりした目標や計画がある ３．７５ １．７３ ５．２ １．３８
４．私という人間は非常にはっきりした目標や計画がある ３．９４ １．７３ ５．３ １．２５
５．毎日がいつも新鮮で変化に富んでいる ３．８１ １．９１ ４．５ １．６２
６．もしできることならこの生き方を何度でも繰り返したい ４．００ １．２１ ５．１ １．１９
７．老後、私は前からやりたいと思っていたことをしたい ４．１３ ２．４２ ５．６ １．６６
８．私は人生の目標の実現に向かって着々と進んできている ２．８１ ２．１０ ４．８ １．５
９．私の人生にはわくわくするようなことがいっぱいある ３．７５ １．９１ ５．１ １．１３
１０．もし今日、死ぬとしたら、私の人生は非常に価値ある人生だったと思う ４．１３ １．３１ ４．９ １．４７
１１．私の人生について考えると、今、ここにこうして生きている理由がいつもはっきりしている ３．７５ ２．０５ ５．０ １．４９
１２．私の生き方から言えば、世の中は非常にしっくりくる ３．９４ １．９５ ４．７ １．３
１３．私は責任のある人間である ３．３８ １．８６ ５．６ １．２８
１４．どんな生き方を選ぶかということについて遺伝や環境の影響にもかかわらず全く自由な選択ができる ４．１９ １．９７ ４．５ １．７
１５．死に対して私は十分に心の準備ができており、こわくない ３．９４ ２．２４ ３．８ １．８９
１６．私は自殺を本気で考えたことはない ３．３８ ２．２８ ５．８ １．８６
１７．私は人生の意義、目的、使命を見出す能力が十分にある ４．１３ ２．０９ ４．８ １．４８
１８．私の人生は自分の力で十分にやっていける ３．２５ １．６９ ５．２ １．４３
１９．毎日の生活に私は大きな喜びを見出し、また満足している ３．５６ １．３６ ５．０ １．３
２０．私は人生にはっきりとした使命と目的を見出している ３．８８ １．７１ ５．０ １．３１
計 ７５．３１ １８．９６ １００．４ １７．２４
「人生の目的（Purpose in Life）」 ３．７５ １．１０
「目標達成（Goal Achievement）」 ３．６４ １．１８
「人生の充足感（Contentedness with Life）」 ３．９２ ０．８３
「コントロール感（Internal-External Locus of Control）」 ３．７２ １．３８
「自己充足感（Self-fulfilment）」 ３．４４ １．５５


















Life）」平 均 得 点３．７５（SD１．１０），「目 標 達 成（Goal
Achievement）」平均得点３．６４（SD１．１８），「人生の充足
感（Contentedness with Life）」平 均 得 点３．９２（SD
０．８３），「コントロール感（InternalExternal Locus of









関係が認 め ら れ た（「目 標 達 成（Goal
Achievement）」（r＝．７８６，p＜．０１），「人生









PIL 合計 人生の目的 目標達成 人生への充足感 コントロー ル感 自己充足 生き方
自尊感情 ．８６４＊＊ ．７８６＊＊ ．７３９＊＊ ．７６３＊＊ ．６２１＊＊ ．６５６＊＊ ．５２７＊＊
PIL 合計 ．９２５＊＊ ．９０９＊＊ ．８８３＊＊ ．６８０＊＊ ．８４２＊＊ ．５６１＊＊
人生の目的 ．８８２＊＊ ．７２６＊＊ ．４８４ ．７９４＊＊ ．２９３
目標達成 ．８０６＊＊ ．４５５ ．８３５＊＊ ．３８１


































































































































８）Rosenberg ， M．（１９６５）： Society and the






（１９８７）： Determinants of social support：
Interpersonal transactions， personal outlook，
and transient affective states ． Journal of
Personality and Social Psychology ，５３，１１３７
１１４５．
１１）山本眞理子・松井 豊・山成由紀子（１９８２）：認知
された自己の諸側面の構造．教育心理学研究，３０．
６４６８．
付 記
本研究の実施にあたっては，ホームレスの方々，マナ
チャペル（プロテスタント教会）ならびにNPO法人ハ
ンド・イン・ハンドの方々に多大なるご協力をいただき
ました。心より感謝を申し上げます。
なお，本研究は，平成２１年度北翔大学北方圏学術情報
センタープロジェクト研究費の助成を受けて実施されま
した。
ホームレスへの自立支援に関する基礎的研究
―１１４―
